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にJi何を目指して」食育を実施するのか、関係者で話し合う場の設定が重要であると考えた。
平成19年の厚生労働者母子保健課の調査2)では、地域に、食育の取組を伝え、理解・協力を求めている
と答えたが簡が36.5%にとどまっていた事から、今後の課題の lっとして地域連携が挙げられる。本調査
結果において、回っている事の中に「保護者との連携jは多く挙げられたが、地域との連携がなかったこ
とから、地域との連携の必要性や方法について情報提棋する必要があるのではないかと考える。幼克の食
教育は認内で完結することではなく、家庭はもちろんのこと地域の文化、経済、政治の影響を受ける事か
ら、それぞれの圏の事情に応じた食育を畏関するために行政や企業、 ]Aなどの組織、さらにNPOなどの第
3セクターをもまきこんだ地域ぐるみの食育推進活動に発展することが望ましいと考える。
5.参考文献
1) http://www.pref.saga.lg.jp/呂t-cont巴nts/ikuji_kyoiku/shokuiku/topics19.html
2) )ljl:生労働省母子保健~fi~~、保育所における食管の言1-函づくりの全国務安結果、保育所における食脊の言1-薗づくりガイド、 p
34、2008
